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令和５年７月末までの
交通事故発生状況について

特集
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▶ポイント　死者の半数以上は高齢者、二輪車の死者数が増加傾向

1. 死者数61人　全国ワースト７位 2. 交通死亡事故の特徴

　令和５年７月末までの埼玉県内の交通事故死者数は
61人（前年比±０人）で負傷者は前年度同時期と比べ
増加しています。
　都道府県別の死者数は全国ワースト７位です。

自転車保険として販売されているもののほか、
自動車保険や火災保険、クレジットカードの
個人賠償特約、安全点検を受けた自転車に貼
られる「ＴＳマーク」に付帯する保険などが
該当します。

まずは…ご自分の加入状況をチェック

自転車損害保険等への加入は、各損害保険や共済
等の会社、保険代理店などにお尋ねください。
ＴＳマーク付帯保険については、お近くの自転車
安全整備士のいる自転車販売店等へお問い合わせ
ください。

埼玉県公式チャンネルにて自転車損害保険
等への加入に関する動画を公開中です。
是非御覧下さい。　　　　　　　　　　▶

ワースト 都道府県 死者数（人） 前年比（人）

１ 大　阪 96 ＋16

２ 愛　知 82 ＋2

３ 東　京 68 －1

４ 神奈川 66 ＋2

４ 千　葉 66 －2

６ 北海道 64 ＋8

７ 埼　玉 61 ±0

計 1,418 ＋53

人身事故（７月末現在）
件数（件） 負傷者数（人）

令和５年 9,522 11,335
令和４年 9,113 10,780
前年比 ＋409 ＋555
増減率 ＋4.5％ ＋5.1％

状態別の死者数

年齢層別の死者数

２０～２４歳
5人, 8.2%
２０～２４歳
5人, 8.2%

７５歳以上
23人, 37.7%
７５歳以上

23人, 37.7%

１９歳以下
2人, 3.3%
１９歳以下
2人, 3.3%

２５～２９歳
2人, 3.3%
２５～２９歳
2人, 3.3%

６０～６４歳
2人, 3.3%
６０～６４歳
2人, 3.3%

６５～７４歳
10人, 16.4%
６５～７４歳

10人, 16.4%

四輪車・10人
16.4%

四輪車・10人
16.4%

自動二輪車・16人
26.2%

自動二輪車・16人
26.2%

原付車・5人
8.2%

原付車・5人
8.2%

自転車・10人
16.4%

自転車・10人
16.4%

歩行者・20人
32.8%

歩行者・20人
32.8%

３０歳代
2人, 3.3%
３０歳代

2人, 3.3%

４０歳代
7人, 11.5%

４０歳代
7人, 11.5%

５０歳代
8人, 13.1%

５０歳代
8人, 13.1%

CHECK
埼玉県自転車の安全な利用の促進に関する条例により

自転車損害保険等への加入が義務です

▼

埼玉県自転車の安全な利用
の促進に関する条例

詳しくは▶
県HP

詳しくは▶
こちらから

※ 自転車保険の加入義務化の理由は、近年、自転車事故による高額賠償請求事例が全国各地で散見されるなど、自転車事故に対する社会
的な責任の重みが増す中、被害者救済の確保と加害者の経済的負担軽減の観点から義務化されたものです。

自転車損害保険等とは！ 自転車損害保険等への加入方法！

自転車損害保険等への加入動画を公開中です！
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第55回交通安全子供自転車埼玉大会
特集
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大会の目的
　本大会では、自転車競技を通じて自転車の安全走行
に関する知識と技能を身につけるとともに、交通安全
への興味・関心を高めることで、交通安全に対する意
識の習慣化を図り、交通事故の防止を目的とするもの
です。

開催日・場所
開催日　　令和５年６月２４日（土）
開催場所　熊谷スポーツ文化公園
　　　　　彩の国くまがやドーム内体育館

大会概要
　県内36警察署管内からそれぞれ代表小学校１校の計
36校が出場。
　審査内容は２科目で構成され、①学科試験、②実技
試験を経て、チーム得点の上位８チームに「団体賞」。
個人得点の上位８名に「個人賞」が贈られます。優勝
した秩父第一小学校が埼玉県代表として全国大会へ出
場し、準優勝という結果を残されました。おめでとう
ございます。
大会結果
団体の部　優勝　　秩父市立秩父第一小学校
　　　　　準優勝　本庄市立本庄東小学校
個人の部　優勝　　秩父市立秩父第一小学校
　　　　　準優勝　本庄市立本庄東小学校

道路交通法改正に伴う
特定小型原動機付自転車の新設

特集
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　電動キックボード等のうち、車体の大きさや構造、最高速度などの一定の基準に該当するも
のが「特定小型原動機付自転車」として整備されました。
　同車は、最高速度は20㎞/h以下や出力が0.6kW以下など厳格な基準があり、また、前照灯、
方向指示器、尾灯や制動灯など保安基準に適合した保安部品も装着しなければなりません。　
 【電動キックボードに乗る時の注意点】※利用する際は、必ず交通ルールを調べましょう
　・16歳以上であること。（運転免許は不要です）
　・乗車用ヘルメット着用は努力義務です。必ず着用しましょう。 
　・ 原則は車道通行ですが、一定の条件（最高速度表示灯を点滅、速度６㎞/h以下等）を満たせば、歩道通

行可を示す標識がある歩道の通行は可能となります。※あくまでも歩道は、歩行者が優先となります。
　・自賠責保険への加入やナンバーの取付けが必要です。

（一財）埼玉県交通安全協会寄稿
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TOPICS 交通安全活動の紹介
～自動車安全運転センター埼玉県事務所の活動～

お問い合わせ先

　埼玉県自動車安全運転センター

　電話　０４８－５４１－２４１１

１．自動車安全運転センター埼玉県事務所の概要

　 　自動車安全運転センターは、「自動車安全運転セン

ター法」に基づいて、安全運転研修の実施、運転経

歴に係る資料や交通事故に関する資料の提供などを

行うことにより、交通事故の防止と運転者の利便の

増進に資するための組織として、昭和50年に国家公

安委員会によって設立を認可された特別民間法人で

す。当センターの業務は、安全運転研修の実施、運

転経歴証明書の発行、累積点数の通知、交通事故証

明書の発行、安全運転に関する調査研究などの事業

を行っています。当センターのスローガン「安全運

転をつくろう」を合言葉に、皆様とともに、すべて

の人にとって安全で快適な交通社会の実現を目指し

ております。

２．活動内容

 （１）県内市町村に対する広報誌への掲載依頼

　　 　県内の62市町村の広報誌等に、『皆様は、ご自身

の運転を顧みることがありますか。更なる安全意

識と事故・違反の抑止の向上を目指していただく

ために運転記録証明書の活用をお勧めしています。

当センターでは、運転記録証明書のほか、運転者

の求めに応じて無事故・無違反、累積点数等、運

転免許経歴の証明書を発行しています。証明書の

申請方法は「自動車安全センター」ホームページ

（下記QRコードからアクセス）でご確認ください。』

との内容で広報文の掲載を依頼しました。皆様も、

下記QRコードにアクセスして、各種証明書の申請

を通じて、安全運転の一助としていただければ幸

いです。ぜひ皆様のご利用をお待ちしております。

 （２）運転免許証更新者に対する啓発

　　 　鴻巣市内の運転免許センターの１階、免許更新

受付コーナーにおいて、更新者に対し午前・午後

の受付時前にチラシを配布、さらに、運転免許試

験受付コーナーに、SDカード申請のチラシや安全

運転中央研修所利用促進のパンフレットを配布し、

更新者及び受験者の交通事故防止意識の向上を目

指すとともに運転経歴証明書の活用を促進する活

動を行っています。

 （３）SDカードアプリの提供開始

　　 　現在、令和５年11月からSDカードの利便性向上

と優遇店（加盟店）の利用を促進していただくた

め、「SDカードアプリ」の運用開始に努めています。

交付された運転記録証明書に表示されている、QR

コードでアプリをダウンロードし、携帯電話の画

面を優遇店で見せていただければ、その優遇店で

の特典（割引等）が受けられます。

《啓発用チラシとパンフレットの配布》



交通遺児援護基金について 御寄附のお願い
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○交通遺児に対する寄附者

氏 名 ま た は 団 体 住　所 寄附金額
（単位：円）

アトミクス株式会社　様 東 京 都 30,000

MS千葉埼玉株式会社埼玉支店　様 さいたま市 222,000

大熊　𣳾雄　様 さいたま市 100,000

大野　幸子　様 川 口 市 5,890

大宮通運株式会社　様 さいたま市 15,000

国際十王交通（株）　様 熊 谷 市 2,760

越谷交通安全協会大相模支部　様 越 谷 市 12,539

越谷遊技業組合　様 越 谷 市 30,000

（一社）埼玉県指定自動車教習所協会　様 鴻 巣 市 500,000

（一社）埼玉県損害保険代理業協会　様 さいたま市 100,000

埼玉県中古自動車販売商工組合　流
通・指導環境委員会　様 さいたま市 335,342

（一財）埼玉県佛教会　様 さいたま市 10,000

埼玉交通安全フェア2022実行委員会　様 さいたま市 135,279

（一財）埼玉新聞社会福祉事業団　様 さいたま市 100,000

坂戸市交通安全推進協議会　様 坂 戸 市 31,425

全国労働者共済生活協同組合連合会
埼玉推進本部　様 さいたま市 170,500

寄附者ご芳名
　令和５年２月１日から令和５年７月31日までに、次の寄附が寄せられました。
　（交通遺児等援護100円募金は除く）紙面を借りて感謝申し上げます。

氏 名 ま た は 団 体 住　所 寄附金額
（単位：円）

日本道路（株）埼玉中央営業所　様 さいたま市 26,738

（株）ベルテックガイア　様 さいたま市 500,000

南　伸雄　様 さいたま市 12,000

匿名希望者　様　3名 76,000

寄附金合計

交通遺児援護に対する寄附            2,415,473

○交通安全対策事業に対する寄附者

氏 名 ま た は 団 体 住　所 寄附金額
（単位：円）

（一社）埼玉県指定自動車教習所協会　様 鴻 巣 市 500,000

埼玉県酒造組合　様 熊 谷 市 3,200

（一社）埼玉県乗用自動車協会　様 さいたま市 200,000

寄附金合計

交通安全対策事業に対する寄附 703,200

当協議会では、県内在住の18歳
以下の交通遺児等（交通事故に
より、死亡または重い障害を
負った保護者に養育されている
子供）を対象に援護金等を給付
しております。
詳しくはHPをご確認ください。

▼給付の種類

援護金 援護一時金

給付額
遺児１人につき

年額10万円
遺児１人につき

10万円（１回のみ）

申請期限
令和６年１月31日
（５月給付予定）

令和６年２月29日
（５月給付予定）

▼申請先
みずほ信託銀行　浦和支店

（〒330-0063 さいたま市浦和区高砂2-12-10
　　　　　　　　　　　　　　TEL 048-822-0191）

当協議会では、交通遺児等及び交通安全対策事業に
対するご支援をお願いしております。

【寄附の流れ】
寄附金

交通遺児援護金等の給付

交通安全対策事業への活用

埼玉県
交通安全
対策協議会

▼寄附振込先
　名義　埼玉県交通安全対策協議会事務局長

振込先 手数料

交通遺児に
対する寄附

郵便局（振込用紙）
事務局へご連絡ください 有料

武蔵野銀行 県庁前支店
普通　113839 有料

交通安全対策事
業に対する寄附

郵便局（振込用紙）
事務局へご連絡ください 有料

埼玉りそな銀行 県庁支店
普通　3507985 有料

※ 埼玉りそな銀行支店への振込は有人店舗ATM、10万円以
下、硬貨100枚以下などの場合、手数料が無料になります。

▲埼玉県HP

ⓒ埼玉県
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お　知　ら　せ
埼玉交通安全フェアを実施
します
１ 開催日

　令和５年12月３日（日） 11：00 ～16：00

２ 場所

　イオンレイクタウンmori
　〒３４３－０８２８
　埼玉県越谷市レイクタウン３丁目１番地１

交通安全功労者等表彰式を
開催します
１ 開催日

　令和６年２月７日（水） 14：00 ～14：50

２ 場所

　埼玉県県民健康センター　大ホール
　〒３３０－００６２
　埼玉県さいたま市浦和区仲町３丁目５－１

埼玉県交通安全対策協議会では
新規会員を募集しています！

　埼玉県交通安全対策協議会は、県内の交通事故を防止するため、会員の皆様とともに、様々
な取り組みを行っております。企業・団体様の参加をお持ちしております。

Q.会員の条件は？

　A. 原則として埼玉県内又は埼玉県を含むエリア
で事業を展開されている企業・団体様が対象
です

Q.会員としてどのようなことをしますか？

　A. 県や事務局からの交通安全情報を、従業員や
取引先等の方へお知らせいただいております

Q.申し込み方法は？

　A. 入会申込書等の提出が必要です
　　詳細は事務局までお問い合わせください

Q.年会費などの会費負担はありますか？

　A. 会費負担はありません

Q.どんな特典がありますか？

　A.こんな特典があります

　　〇交通事故に関する情報提供
　　　・情報誌「交対協だより」
　　　・�「交通死亡事故非常事態宣言」等の発令の

お知らせ

　　〇交通安全運動等のポスターやチラシの提供

　　〇啓発品の提供

昨年度の状況
（埼玉交通安全フェア2022）

昨年度の状況
（令和４年度　交通安全功労者等表彰式）


